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著1.冶金物理化学と製錬基礎論,(吾妻他編)
亀田満雄,矢澤彬:第2章化学量論(PP.16-32),第 3章梨Hヒ学(PP.33-54),
化学熱力学の製錬への応用(PP.55-13の,第8章製錬残漬と中間産物,4 早
(PP.269302),朝倉書店,(1960)
2.金属製錬技術ハンドブック,(的場幸雄,渡辺元雄,小野健二綿)
亀田満雄,矢澤彬:第11章銅(PP.415-507),朝倉吉店,(1963).
3.湿式製錬と廃水処理:矢澤彬,江口元1恵(PP.1-309),共立出版,(]975).
4.非鉄金属製錬:矢澤彬編,講座・現代の金属学製錬編Ⅱ,日本金属学会,(198の.
書
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録
1.熔融銅力ワ中の金属銅に就いて
矢澤彬:東北大学選鉱製錬研究所乗報,5a949), NO.2,20-23.
5.銅の溶錬に関する研究(第2帳)ーカラミへの銅力ワ成分の溶解についてー
砥田満雄,矢澤彬:日本鉱業会誌,70(1954), NO.797,519-523.
6.銅の溶錬に関する研究(第3幸め一CU2S、Fes、Fe0系の液相面についてー
砥田満雄,矢澤彬:日本鉱業会誌,71a955), NO.8侃,127-130.
フ.銅製錬に於けるFeSの酸化に関する二,三の化学熱力学的老察
亀田満雄,矢澤彬:東北大学選鉱製錬研究所鎚報,11(1955), NO.1,121-133.
8.銅の溶錬に関する研究(第4幸侵)一珪酸飽和のFeo、si02 カラミと平衡する力ワへの
Fe0の溶解一
鴫田満雄,矢澤彬:日本鉱業会誌,71(1955), NO.802,187-190.
9.銅の溶錬に関する研究(第 5 報)-CU2 S、Fes、Feo、si02溶体における力ワ・カラ
ミの相互の溶停"こついてー
矢澤彬.日本鉱業会誌,72(1956), NO.816,305-311.
2.硫化第一鉄の酸化における自蝕過程について
屯田満雄,矢澤彬:東北大学送鉱製錬研究所乗報,フ(1951), NO.1,61-68.
3、硫化鉱の酸化に関する研究(第1報)一硫化第1鉄の酸化についてー
亀田満雄,矢澤彬,黒沢利夫:日本鉱業会誌,68a952), NO.764,71-76.
4.銅の溶錬に関する研究(第1報)-Fes、Feosi02 の液相面についてー
魚田満雄,矢澤彬:日本鉱業会誌,69a953), NO.786,555-559.
1
21 0 . 銅 力 ワ 中 の 酸 素 量 に つ い て
矢 澤 彬 : 東 北 大 学 選 鉱 製 錬 研 究 所 梁 報 , 1 3 a 9 5 7 ) ,  N O . 2 , 1 6 7 - 1 7 8 .
Ⅱ . 銅 の 溶 錬 に 関 す る 研 究 ( 第 6 報 ) 一 銅 力 ワ 成 分 の カ ラ ミ へ の 溶 解 に 及 ぼ す カ ラ ミ 組 成
の 影 粋 一
矢 澤 彬 : 日 本 鉱 業 会 誌 , 7 6 ( 1 9 6 の ,  N O . 8 6 6 , 5 5 9 - 5 6 4 .
1 2 . 銅 の 溶 錬 に 関 す る 研 究 ( 第 7 報 ) ー マ ッ ト 中 の 酸 素 お よ び 硫 黄 量 に 及 ぼ す ス ラ グ 組 成
の 影 響 一
亀 田 満 雄 , 矢 澤 彬 : 目 本 鉱 業 会 誌 , 7 8 ( 1 9 6 2 ) ,  N O . 8 8 7 , 4 1 1 - 4 1 5 .
1 3 . 銅 の 溶 錬 に 関 す る 研 究 ( 第 8 穀 ) ー マ ッ ト 中 の 酸 素 に 及 ぼ す 平 衡 気 相 中 の 酸 素 , 硫 黄
圧 の 影 響 一
亀 田 満 雄 , 矢 澤 彬 : 日 本 鉱 業 会 誌 , 7 8 ( 1 9 6 2 ) ,  N O . 8 8 8 , 4 6 7 - 4 7 3 .
1 4
選 択 硫 酸 化 に よ る 複 雑 硫 化 鉱 処 理 法 の 検 討
小 野 健 二 , 亀 田 満 雄 , 矢 澤 彬 , 小 池 一 男 : 東 北 大 学 選 鉱 製 錬 研 究 所 擬 報 , 1 8 a 9 6 2 ) ,
N O  . 1 , 1 4 7 - 1 5 7 .
1 5 . 真 空 溶 解 に よ る 粗 銅 の 精 製 に つ い て
砥 田 満 雄 , 矢 澤 彬 : 東 北 大 学 選 鉱 製 錬 研 究 所 乗 穀 , 2 0 a 9 6 4 ) ,  N O . 1 , 5 7 - 6 8 .
1 6 . 常 圧 , 低 濃 度 酸 に よ る 複 雑 硫 化 鉱 の 浸 出 に つ い て
矢 澤 彬 , 小 池 ・ 一 男 ' 江 口 元 徳 : 東 北 大 学 選 鉱 製 錬 研 究 所 鍵 報 , 2 0 ( 1 9 6 4 ) ,  N O . 1 ,
5 1 - 5 8 .
1 7 . ア ミ ン に よ る 溶 媒 抽 出 の 湿 式 製 錬 へ の 応 用 に 関 す る 二 , 三 の 実 験
阿 部 美 保 子 , 矢 澤 彬 : 東 北 大 学 選 鉱 製 錬 研 究 所 染 報 , 2 0 ( 1 9 6 4 ) ,
N O  . 1 5 9 - 6 4 .
玲 . 硫 酸 淳 の 塩 化 揮 発 焼 結 法 に お け る 二 , 三 の 問 題
矢 澤 彬 , 砥 田 満 雄 : 日 本 鉱 業 会 誌 , 8 1 a 9 6 5 ) ,  N O ・ 9 2 0 , 3 5 - 4 1 .
1 9 . 溶 融 銀 一 硫 黄 系 の 熱 力 学 的 研 究
矢 澤 彬 , フ ラ ン ク ・ セ ナ レ ク , 小 池 ・ 一 男
3 9 5 - 3 9 8 .
2 0 . 溶 融 銅 一 鉛 お よ び 銅 ー タ リ ウ ム 系 合 金 の 活 量 に つ い て
矢 澤 彬 , 阿 座 上 竹 四 , 川 島 崇 司 : 日 本 鉱 業 会 誌 , 8 2 ( 1 9 6 田 ,  N O . 9 3 8 , 5 1 9 - 5 2 4 .
2 1 . 溶 融 銅 ー ビ ス マ ス ,
阿 座 上 竹 四 , 矢 澤
2 2 . 複 雑 鉱 製 錬 に 関 す る  2 , 3 の 熱 力 学 的 考 察
矢 澤 彬 . 日 本 鉱 業 会 誌 , 8 3 a 9 6 7 ) ,  N O . 9 朋 , 1 0 9 3 - 1 0 9 8 .
2 3 . 鉄 ー イ オ ウ ー 酸 素 系 の 関 与 す る 製 錬 過 程 の 平 衡 論 的 検 討
矢 澤 彬 . 日 本 金 属 学 会 誌 , 3 1 ( 1 9 6 7 ) ,  N O . 1 0 , 1 1 認 、 1 1 6 3 .
銅 ー ア ン チ モ ン 系 合 金 の 活 量 に つ い て
彬 : 日 本 鉱 業 会 誌 , 船 ( 1 9 6 7 ) ,  N O . 9 4 8 ,
6 6 6 - 6 7 2 .
日 本 鉱 業 会 誌 , 8 1 a 9 6 5 ) ,  N O . 9 2 4 ,
24.硫酸溶液による磁硫鉄鉱の溶解速度
矢澤彬,江口元徳:東北大学選鉱製錬研究所鍵報,23(1967), NO.2, N7-154.
25.空気中で酸化を受けた磁硫鉄鉱の硫酸浸出
江口元徳,矢澤彬:東北大学選鉱製錬研究所乗穣,24(1968), NO.1-2,41-48.
26溶融錦]一亜鉛,銅ーカト
阿座上竹四,矢澤彬
27.溶融銅ーヒ井1,
阿座上竹四,
28.溶融アルミニウムーイ
矢澤彬,李容根
29.錫一鉛,錫ーヒスマス,
矢澤彬,小池・一男
銅ーインジウム系合金の活量について
彬:日本鉱業会誌,舗a968), NO.970,97-102.、澤
ミウム系合金の活量について
日本鉱業会誌,84(1968), NO.968,1663-1668.
39.塩化による粗銅の精製について
矢澤彬,窪田穣,氏家速雄
209-216.
30.溶融錫一鉄合金の活量の1則定
矢澤彬,小池一男:日本鉱業会誌,舗a969), NO.969,39-42.
31.断熱型熱量計による溶融合金系の混合熱測定について
矢澤彬,川島崇司,板垣乙未生:日本金属学会誌,32(1968), NO.12,1281-12釘.
ンジウム合金の熱力学的研究について
日本金属学会誌,33(1969), NO.3,318-323.
32.溶融アンチモン2元合金系の混合熱U則定について
矢澤彬,川島崇司,板垣乙未生:日本金属学会誌,32(1968), NO.12,12部・1293.
錫ータリウム系および錫一'合ービスマス系溶融合金の活量について
日本鉱業会誌,84a968), NO,976,1593-1596.
33.溶融銀2元合金系の混合剣V則定について
板垣乙未生,矢澤彬:日本金属学会誌,32(1968), NO.12,1294-1300.
3
34.起竃力および分配平衡の測定による AI、AU系2元合金の熱力学的研究
容根,矢澤彬:東北大学選鉱製錬研究所染桜,25a969), NO.1,1-8.
35.
東北大学逮鉱製錬研究所粂報,27(197D, NO.2,
溶融アルミニウムー錫およびアルミニウムーガリウム合釡の熱力学的研究
李容根,矢澤彬:日本金属学会誌,33(1969),323-328.
36.溶融銅一銀,銅ースズ系合金の活量について
阿座上竹四,矢澤彬:日本鉱業会誌,86(197の, NO.986,37フ-382.
37.溶融銅2元合金の混合熱測定について
板垣乙未生,矢澤彬:日本金属学会誌,35a97D, NO.4,383-389.
38.溶融金2元合金の混合梨V則定について
板垣乙未生,矢澤彬:日本金属学会誌,35a俳D, NO.4,389-394.
4如 . 断 熱 型 高 温 熱 量 計 の 改 良 に つ い て
板 垣 乙 未 生 , 矢 澤 彬 : 東 北 大 学 選 鉱 製 錬 研 究 所 鍵 報 , 2 7 a 9 7 1 ) ,  N O . 2 , 2 1 7 - 2 2 6 .
4 1 . 酸 処 理 に よ る チ タ ン ス ラ グ の 高 品 位 化 に つ い て
矢 澤 彬 , 佐 藤 武 彦 , 山 本 哲 也 , 五 十 嵐 三 郎
( 1 9 7 2 ) ,  N O . 1 , 8 5 - 9 6 .
4 2 . 黒 鉱 系 銅 精 鉱 の 溶 錬 産 出 物 に 関 す る 研 究 ( 第 1 報 ) 銅 ス ラ グ の 組 織 に つ い て
矢 澤 彬 , 佐 藤 武 彦 , 亀 田 満 雄 : 東 北 大 学 選 鉱 製 錬 研 究 所 染 郁 , 2 8 ( 1 9 7 2 ) ,  N O . 2 ,
1 9 9 - 2 0 8 .
4 3 . 希 薄 懸 濁 液 の 清 痘 速 度 に 及 ぼ す 温 度 の 影 響
矢 澤 彬 , 臼 井 進 之 助 ' 江 口 元 徳 : 東 北 大 学 選 鉱 製 錬 研 究 所 暈 穀 , 2 9 ( 1 9 7 3 ) ,  N O . 1 ,
8 9 - 1 0 1 .
U . 渡 過 速 度 の 温 度 依 存 性 に 関 す る 研 究
江 口 元 徳 , 矢 澤 彬 : 東 北 大 学 選 鉱 製 錬 研 究 所 乗 報 , 2 9 a 9 7 3 ) ,  N O . 1 , 1 0 2 - 1 1 1 .
妬 . 高 温 に お け る  2 ,
江 口 元 1 恵 , 矢 澤
4 6 . 黒 鉱 系 銅 精 鉱 の 溶 錬 産 出 物 に 関 す る 研 究 ( 第 2 報 )
ス ラ ク
,
つ い て
矢 澤 彬 , 佐 藤 武 彦 , 亀 田 満 雄 : 東 北 大 学 選 鉱 製 錬 研 究 所 挺 報 , 2 9 ( 1 9 7 4 ) ,  N O . 2 ,
1 5 2 - 1 5 8 .
東 北 大 学 選 鉱 製 錬 研 究 所 暈 報 , 2 8
3 の 金 属 硫 酸 塩 の 水 へ の 溶 解 度
彬 . 日 本 鉱 業 会 誌 , 8 7 ( 1 9 7 D  ,  N O . 9 9 8 , 3 2 9 - 3 3 4 .
4 7 . 黒 鉱 系 銅 精 鉱 の 溶 錬 産 出 物 に 関 す る 研 究 ( 第 3 幸 勵 自 溶 炉 ボ イ ラ 煙 灰 の 組 織 に つ
い て
矢 澤 彬 ' 浜 田 晋 具 , 亀 田 満 雄 : 東 北 大 学 選 鉱 製 錬 研 究 所 乗 報 , 2 9 ( 1 9 7 4 ) ,  N O . 2 ,
1 5 9 - 1 6 6 .
4 8 . 2 5 ゜ C - 2 0 0 ゜ C 間 の 水 酸 化 コ バ ル ト の 沈 澱 反 応 に つ い て
江 口 允 徳 , 矢 澤 彬 : 日 本 鉱 業 会 誌 , 9 1 a 9 7 5 ) ,  N O . 1 0 4 3 , 3 9 - 4 4 .
4 9 . ソ ケ ル の 硫 化 物 と 酸 化 物 の 相 互 反 応 に つ い て
横 山 憲 三 , 戸 沢 一 光 , 矢 澤 彬 : 東 北 大 学 選 鉱 製 錬 研 究 所 量 報 , 3 1 ( 1 9 7 5 ) ,  N O . 1 ,
1 - フ .
5 0 . 定 量 熱 解 析 法 に よ る  S n 、 z n , 1 n 、 s b 合 金 の 熱 力 学 諸 量 の 側 定 に つ い て
板 垣 乙 未 生 , 矢 澤 彬 : 日 本 金 属 学 会 誌 , 3 9 ( 1 9 7 5 ) ,  N O . 8 , 8 8 0 - 8 釘 .
5 1
5 2 .
鉄 ケ イ 酸 塩 ス ラ グ の 溶 融 範 囲 に 及 ぽ す ラ イ ム の 影 響
前 田 正 俊 , 中 澤 重 厚 , 阿 座 上 竹 四 , 矢 澤 彬 : 東 北 大 学 選 鉱 製 錬 研 究 所 章 報 , 3 2
a 9 7 6 ) ,  N O . 1 , 2 2 - 3 1 .
ク ヌ ー セ ン セ ル ー マ ス フ ィ ル タ に よ る  C d 、 z n 系 の 活 量 測 定
中 澤 重 厚 , 矢 澤 彬 , 谷 内 研 太 郎 : 日 本 金 属 学 会 誌 , 4 0 ( 1 9 7 6 ) ,  N O . 5 , 5 2 6 - 5 器 .
マ ッ ト 中 の 硫 化 物 相 に
?
53.2成分蒸発法による Pb、T1系, cdC12、pbC12系の熱力学的研究
中澤重厚,矢澤彬:日本金属学会誌,40(1976), NO.フ,715-722.
54. se、Te系のクヌーセンセルーマスフィルタによる熱力学的解析
南條道夫,中沢重厚,矢澤彬,谷内研太郎:日本金属学会誌,40(1976), NO.9,
958-964.
55.加熱過程解析法による CdC12、pbC12, pbC12、znC12融体の熱力学的諸量の側定
板垣乙未生,矢澤彬:日本金属学会誌,40(1976), NO.10,859-865.
56.粗銅一白力ワと平衡するシリカ飽和スラグへの銅の溶解について一連続製銅スラグの
平衡論的研究(第1報)
江口元徳,沢口久雄,矢澤彬:日本鉱業会誌,93(197フ), NO.1067,33-37.
57.粗銅一白力ワーシリカ飽和スラグ平衡系における Fe, S,0, si02 の挙動について一連
続製銅スラグの平衡論的研究(第2報)
江口元徳,鹿島勝,矢澤彬:日本鉱業会誌,93a97フ), NO.1069,191-197.
認.亜鉛精鉱の硫化水素発生型硫酸浸出について
江口元徳,氏家速雄,矢澤彬.東北大学選鉱製錬研究所粂報,34a978), NO.1,
27-34.
66.マッ
矢澤
59.銅一鉄ーイオウ系溶融マット中のヒ素の活量
板垣乙未生,清野武志,矢澤彬.東北大学選鉱製錬研究所桑報,35(1979), NO.1,
1-10.
60.亜鉛溶鉱炉スラグの組織について
加藤俊幸,菅原雄伍,矢澤彬:東北大学選鉱製錬研究所梁報,35(1979), NO.2,
81-92.
5
61、固体鉄飽和 Fe、0、ca0 系スラグの熱力学
武田要一・,矢澤彬:日本鉱業会誌,96(1980), NO.1114,901-905.
62.溶銅ーマットースラグ共存時の微量元素の分配
鹿島勝,西jΠ裕次,江口元徳,矢澤彬:日本鉱業会誌,96(198の, NO.1114,
907-911.
トースラグ間における Ni, CO, AS, sb, CU の分配
彬,老田正道,西川裕次:日本鉱業会誌,98(1982),NO.1135,963-968.
63. Feo、Fe203、ca0 系の相平衡一フェライト系スラグの平衡論的研究(第2報)ー
武田要一,中澤重厚,矢澤彬.日本鉱業会誌,97(198D, NO.1120,473-478.
64.銅溶錬融体系における鉛の挙動について
渡辺堅治, G. H. Kaiura,矢澤彬.日本鉱業会誌,97(1981), NO.1123,957-962.
65.銅溶錬融体系における MO,sn,その他諸元素の分配関係
朴文環,中澤重厚,矢澤彬:東北大学選鉱製錬研究所染般,38(1982), NO.1,
21-28.
66 7 .  C U 、 S ,  F e 、 S  お よ び  C U 、 F e 、 S 系 融 体 の 熱 力 学 的 研 究
在 越 , 矢 澤 彬 : 東 北 大 学 選 鉱 製 錬 研 究 所 染 報 , 3 8 a 9 8 2 ) ,  N O . 2 , 1 0 7 - 1 1 8 .北 ; 1
7 8 .  C U S 0 4  と  N i s 0 4  ま た は  C O S 0 4 1 昆 合 硫 酸 塩 の 水 ー エ タ ノ ー ル 混 合 溶 媒 に 対 す る 溶 解 度
岡 田 茂 , 矢 澤 彬 : 日 本 鉱 業 会 誌 , 1 0 2 ( 1 9 8 田 ,  N O . 1 1 8 3 , 5 釘 ・ 6 0 1
6 8 . 溶 銅 と カ ル シ ウ ム フ ェ ラ イ ト ス ラ グ の 平 衡 一 フ ゴ _ ラ イ ト 系 ス ラ グ の 平 衡 i 冊 的 研 究 ( 第
3  報 )
武 田 要 一 , 矢 澤 彬 : 日 本 鉱 業 会 誌 , 9 9 a 9 8 3 ) ,  N O . 1 1 3 9 , 4 3 - 4 8 .
6 9 .
7 9 .
カ ル シ ウ ム フ ェ ラ イ ト ス ラ ク
朴 文 環 , 武 田 要 一 , 矢 擇
1 1 5 - 1 2 2 .
7 0 .  C U 、 F e 、 S 、 A S  系 マ ッ ト ー ス パ イ ス 闇 の 相 関 係 と マ
板 垣 乙 末 生 , 荒 川 竜 二 , 松 山 文 雄 , 矢 澤 彬
9 3 5 - 9 3 9 .
7 1 . 溶 針 十 ス ラ グ 闇 の 微 量 元 累 の 分 配 平 衡 に っ い て 一 フ ェ ラ イ ト ス ラ グ の 平 衡 論 的 研 究 ( 第
4  幸 R )
武 1 Ⅱ 要 一 , 右 波 正 治 , 矢 1 畢 彬 : 日 本 鉱 業 会 誌 , 1 0 0 ( 1 9 8 4 ) ,  N O . 1 1 詑 , 1 0 3 - 1 0 8 .
柁 . フ ェ ラ イ ト ス ラ グ と 溶 銅 問 の 微 量 元 索 の 分 配 、 F 衡 に 及 ぼ す 渚 因 子 の 影 瓣 一 フ ェ ラ イ ト
ス ラ グ の 平 衡 論 的 研 究 ( 第 5 帳 )
武 田 要 一 , イ i 艘 正 治 , 矢 澤 彬 : 口 木 鉱 業 会 誌 , 1 0 0 ( 1 9 8 4 ) ,  N O . 1 1 認 , 2 5 9 - 2 6 4
,
「 7
彬
フ ェ ラ イ ト ス ラ グ 中 へ の 鉛 精 鉱 の 1 次 込 み 溶 錬 に 関 す る 基 礎 的 研 究
宇 都 宮 公 昭 , 板 垣 乙 末 生 , 矢 澤 彬 : 日 本 鉱 業 会 誌 , 1 0 2 ( 1 9 8 6 ) ,
N O . 1 1 8 5 , 8 0 1 - 8 0 6 .
ト お よ び 溶 銅 問 の 相 平 衡
東 北 大 学 選 鉱 製 錬 研 究 所 量 報 , 3 9 a 9 8 3 ) ,  N O . 2 ,
ソ
7 3 .
フ ェ ラ イ ト ス ラ グ ー マ
帳 世 波 ,  C .  M .
N O . 2 , 1 4 3 - 1 5 4 .
7 4 . 硫 酸 弛 鉛 な ら び に 硫 酸 銅 の 低 級 ア ル コ ー ル お よ び ア セ ト ン 水 溶 液 中 の 溶 解 度
岡 田 茂 , 矢 澤 彬 : 日 本 鉱 業 会 誌 , 1 0 1 ( 1 9 8 5 ) ,  N O . Ⅱ 7 3 , 7 3 9 - フ " .
ソ ト 中 ヒ 立 の 活 量 係 数
日 本 鉱 業 会 誌 , 9 9 a 9 8 3 ) ,  N O . 1 1 朝 ,
7 5 .  N a 2 0 、 C U 2 0 ,  s i 0 2 、 C U 2 0  系 ス ラ グ と 溶 銅 間 の 平 衡
武 山 要 一 , 矢 澤 彬 : 日 木 鉱 業 会 誌 , 1 0 2 ( 1 9 8 田 ,  N O . 1 1 7 9 , 3 1 1 - 3 1 6 .
ソ ト 系 平 衡 試 料 の 組 織 に つ い て
A c u n a , 矢 澤 彬 : 東 北 大 学 送 鉱 製 錬 研 究 所 鍵 報 , 4 0 a 9 8 4 ) ,
,
臼 本 鉱 柴 会 誌 , 1 0 2 a 9 8 6 ) ,  N O . 1 1 8 0 ,
7 6
N a 2 C 0 3 、 N a 2 0 、 s i 0 2  系 融 体 と 溶 鉐 Ⅱ 剖 の 相 平 衡
武 田 要 一 ,  G .  R w e r o s , 朴 龍 鎮 , 矢 澤 彬
3 7 5 - 3 8 1 .
フ フ .  N a 2 C 0 3 、 N a 2 0 、 s i 0 2  系 触 体 と 溶 鈴 Ⅱ 刑 の  A S ,  s b  の 分 配 平 衡
G .  R N e r o s , 本 1 1 弛 鎖 , 正 凱 H 要 一 ・ , 欠 澤 彬 : 日 本 鉱 業 会 誌 , 1 0 2 ( 1 9 8 6 ) ,  N O . 1 1 8 1 ,
4 1 5 - 4 2 2 .
80.銅マットーフェライトスラグ闇の平衡について
C. M. Acuna,板垣乙ボ生,中澤重厚,矢澤彬:日本鉱業会誌,104(1988),
NO.1199,43-49.
田.熱量測定による Ga、AS系,1n、AS系融体の熱力学的研究
山口勉功,板垣乙未生,矢澤彬:日本金属学会誌,52a988), NO.10,966-972.
82. Fes、Feo、B203系および Fes、Feo、P205系における相分籬と製錬融体の不促和性
Antonio K. Espelata,氏家速雄,矢澤彬:日本鉱業会誌,104a988), NO.1210,
909-913.
83.硫酸ニッケル(またはコバルト)一硫酸ナトリウムー水ーメタノール系の相平衡
張多黙,岡田茂,矢澤彬:資源・素材学会誌,105(1989), NO.6,481-486.
84. cao、Feon、CU20 系および Cao、Feon、CU20si02 系の1200-1300゜Cにおける相関係
日野順三,板垣乙未生,矢澤彬:資源・索材学会誌,105a989), NO.4,315-320.
85. Fe、sb、S系および Fe、sb、S、Na2S 系の相関係と不純物の分配挙動
A. Narong,板 1亘乙未生,矢擇彬:資源・系材学会誌,105(1989), NO.フ,
565-570.
86、フェライトスラグの統三十熱力学的考察(その 1)-cao, Feo, Fe01.5, CUO0.5,
CO0, Nio, pb0 およびZn0 の活量についてー
永森斡,武田要一,矢澤彬:資源・素材学会誌,105a989), NO.8,627-632
87.フェライトスラグの統計熱力学的ぢ察(その 2)-cas・cao・Feo・Fe01.5融体中の
微量成分の溶解挙動についてー
板力i乙未生,永森斡,矢澤彬:資1原・索材学会誌,105a989), NO.8,633-638.
朋.Ⅲ一V系化合物の高温含熱寸i討則定
山口勉功,板垣乙未生,矢澤彬:日木金属学会誌,53a989), NO.8,764-フ70.
89.熱量側定による ln、P 系, Ga・P 系融体の熱力学的何仔t
山口勉功,板垣乙未生,矢澤彬:日本金属学会誌,聡(1989), NO.H,11如・1147
90.海藻類を利則する金,銀,コバノレトイオンの吸右
Ana M. Na1般ma,氏家速雄,矢澤彬:畔Uヒ大学逮鉱製錬研究所乗幸R,45(1989),
NO.1,39-45.
91. Na20、SI02系スラグと溶触アンチモン闇の不純物兀索の分配平衡
Nar。ng Ak.,武田要一,矢澤彬:資源・井ミ材学会誌,105(1989), NO.12,
971-97フ.
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8総 説 , 資 料
1 .  F e s 、 N a 2 0 、 s i 0 2 熔 体 に お け る 力 ワ 相 生 成 に 及 ぽ す  S i 0 2 の 影 響 に っ い て
矢 澤 彬 , 斎 藤 安 俊 : 東 北 大 学 選 研 染 報 , 1 0 a 9 5 4 ) ,  N O . 2 , 2 0 3 - 2 0 7 .
2 . 銅 転 炉 ス ラ グ の 脱 銅 に 関 連 す る 二 , 三 の 実 験
亀 田 満 雄 , 矢 澤 彬 : 東 北 大 学 選 研 鍵 報 , 1 9 ( 1 9 6 3 ) ,  N O . 1 , 7 9 - 9 0 .
3 . 塩 化 揮 発 法 に 及 ぼ す 加 熱 方 法 の 影 響
矢 澤 彬 , 亀 田 満 雄 : 日 本 鉱 業 会 , 昭 和 認 年 度 合 同 秋 季 大 会 分 科 研 究 会 資 料 ,  a 9 6 3 ) ,
2 5 - 2 9 .
4 . 亜 鉛 溶 鉱 炉 製 錬 法 に 関 す る 二 , 三 の 化 学 熱 力 学 的 考 察
阿 座 上 竹 四 , 矢 澤 彬 : 東 北 大 学 選 研 鍵 報 , 2 1 a 9 6 5 ) ,
N O  . 1 , 1 0 3 - 1 1 2 .
5 . 銅 製 錬 に お け る マ ッ ト , ス ラ グ の 平 衡 関 係 に つ い て
矢 澤 彬 : 昭 和 如 年 度 鉱 業 関 係 学 協 会 合 同 秋 期 大 会 ( 京 都 ) , 分 科 研 究 会 資 料 ,
H 、 1 - 1 6 , ( 1 9 6 5 ) .
6 . 鉛 ー イ オ ウ ー 酸 素 系 の 平 衡 関 係 の 図 的 表 示
矢 澤 彬 ,  A b b e t a  G U B C O V A  : 東 北 大 学 選 研 錠 都 , 2 2 a 9 6 6 ) ,  N O . 2 , 1 2 7 - 1 3 2 .
フ . 銅 溶 錬 に お け る 不 純 物 除 去 に 関 す る 熱 力 学 的 考 察
矢 澤 彬 , 阿 座 上 竹 四 : 東 北 大 学 選 研 雛 報 , 2 3 a 9 6 7 ) ,  N O . 1 , 6 7 ー フ 5 '
8 . 中 部 ヨ ー ロ ッ ハ ゜ に お け る 非 鉄 製 錬 技 術 見 聞 記
矢 澤 彬 : 日 本 鉱 業 会 誌 , 8 3 a 9 6 7 ) ,  N O . 9 5 0 ,
8 3 9 - 8 4 .
9 . 東 欧 に お け る 非 鉄 製 錬 の 新 技 術 に つ い て
矢 澤 彬 : 新 金 属 ,  N O . 4 3  ( 1 9 6 7 ) , 1 - 4 .
1 0 . 金 属 工 学 用 計 算 尺 に つ い て
矢 澤 彬 , 阿 座 上 竹 四 : 日 本 金 属 学 会 会 穣 , フ ( 1 9 6 8 ) ,  N O . 3 , 1 6 1 - 1 朋 .
1 1
直 接 製 銅 法 の 可 能 性 と 現 在 ま で の 方 法 に つ い て
矢 澤 彬 , 阿 座 上 竹 四 : 日 本 鉱 業 会 誌 , 8 4 ( 1 9 6 8 ) ,
N O . 9 6 5 , 1 3 4 6 - 1 3 4 9 .
1 2 . 鉛 ー イ オ ウ 系 融 体 の 活 量 の 測 定
矢 澤 彬 ,  A l z b e t a  G U B C O V A , 氏 家 速 雄 : 東 北 大 学 選 研 疑 報 , 2 4 ( 1 9 6 8 ) ,  N O . 1 ・ 2 ,
1 0 5 - 1 0 6 .
1 3 . 硫 化 鉱 の 直 接 製 錬 法 の 基 礎
矢 澤 彬 : 日 本 金 属 学 会 会 報 , 8 a 9 6 9 ) ,  N O . 1 1 , 7 5 2 - 7 5 7
1 4 . 欝 点 法 に よ る 熔 融 C U 、 z n ,  C U 、 c d 系 合 金 の 活 量 の 検 討
矢 澤 彬 ,  A l z b e t a  G U B C O V A  : 東 北 大 学 選 鉱 製 錬 研 究 所 章 報 , 2 5 ( 1 9 6 9 ) ,  N O . 2 ,
1 4 7 - 1 4 9 .
15.高温水溶疲中の硫酸塩の溶解度
江口元徳,矢澤彬:東北大学選研擬報,26a97の, NO.2,153-168.
16.非鉄製錬における溶液論
矢澤彬:日本金属学会会報,9a97の, NO.12,835-845.
17.硫化鉱の熔焼における平衡反応の図示とその応用
矢澤彬:硫酸と工業,23(1970), NO.10,27フ-281.
18.溶融アルミニウム合金の物理化学的性質
矢澤彬,板垣乙未生,中澤重厚:電気化学,39a97D, NO.2,131-138.
19.直接製錬法のゆくえ
矢澤彬:金属,42a972), NO.2,37-44.
20.直接連続製銅法の熱力学的考察
矢澤彬:東北大学選研鍵報,28a972), NO.1,123-134.
21.水溶液中の金属の沈澱除去に関する熱力学的考察
江口元徳,矢澤彬:硫酸と工業,25a972), NO.3,82-89; NO.4,114-120.
22.水処理反応に及ぼす温度の影響
矢澤彬,江口元1恵:日本鉱業会47年度秋季大会分科会資料 H・3,(1972),1-4.
23.高チタンスラグの組織と利用上の問題点
矢澤彬:チタニウム・ジルコニウム,21a973), NO.3,154-165.
24.銅製錬反応について
矢澤彬.日本鉱業会48年度秋季大会分科会資料H・1-2,1973
9
25.亜鉛,
矢澤
26.セグリゲーシ.ン法の熱力学的考察
横山憲三,戸沢一光,矢澤彬:東北大学選研奨報,31(1975), NO.2,148-157.
カドミウム,水銀の揮発挙動について
彬,板垣乙未生:硫酸と工業,27a974), NO.12,225-2開.
27.新しい銅製錬法に関する研究委員会報告
亀田満雄,矢澤彬:日本鉱業会誌,9(1975), NO.5,359-362.
28.溶融マットの性質について
永森斡,矢澤彬:日本金属学会会報,14a975), NO.3,163-172.
29.新しい製錬反応の考え方
矢澤彬:鉱山,29(1976), NO.フ,31-38.
30.銅の連続溶錬法について
矢澤彬:日本金属学会報,15(1976), NO.9,543-5記.
1 0
3 1 . 硫 化 鉱 製 錬 に お け る ス ラ グ の 役 割
矢 澤 彬 : 学 振 6 9 委 員 会 第 1 回 非 鉄 冶 金 シ ン ポ ジ ウ ム 質 料 ( 1 9 7 6 ) , 1 - 3 1 、
3 2 . 金 属 関 係 に お け る 撚 V 則 定
板 垣 乙 末 生 , 矢 澤 彬 : 熱 測 定 学 会 誌 , 4 ( 1 9 7 フ ) ,  N O . 3 , 1 0 7 - 1 1 6 .
3 3 . 高 温 酸 化 に よ る 亜 鉛 の 直 接 製 錬 の 可 能 性
矢 澤 彬 , 清 水 忠 襲 , 加 藤 俊 幸 : 東 北 大 学 選 研 染 報 , 3 3 ( 1 9 7 フ ) ,  N O . 1 , 5 9 - 6 5 .
3 4 . 排 煙 処 理 実 験 装 置 の 試 作 と 運 転 に つ い て
矢 澤 彬 , 江 口 元 徳 , 小 林 透 : 東 北 大 学 選 研 鍵 報 , 3 3 a 9 7 フ ) ,  N O . 2 , 1 4 5 - 1 5 7 .
3 5 . 亜 鉛 の 直 接 製 錬 と 硫 黄 の 副 産
矢 澤 彬 : 硫 酸 と 工 業 , 3 1 ( 1 9 7 8 ) ,  N O . 5 , 俳 、 1 0 2 .
3 6 . 鉛 の 直 接 溶 錬 法 に つ い て
矢 澤 彬 , 大 蔵 隆 彦 : 東 北 大 学 選 研 梨 報 , 3 4 ( 1 9 7 8 ) ,  N O . 2 , 1 6 9 - 1 7 8 .
3 7
乾 式 製 錬 に お け る ヒ 素 の 挙 動 に 関 す る 熱 力 学 的 考 察
板 垣 乙 未 生 , 矢 澤 彬 . 日 本 鉱 業 会 昭 和 5 3 年 度 秋 季 大 会 分 科 会 資 料 P ・ 8 , 1 9 7 8
3 8 . 最 近 の 乾 式 非 鉄 製 錬 技 術 の 動 向
矢 澤 彬 : 鉄 と 鋼 , 飾 ( 1 9 7 9 ) ,  N O . 8 , 1 2 0 - 1 3 3 .
3 9 .  F e S の  H 2 0 - 0 2  ガ ス に よ る 酸 化 と 硫 黄 の 回 収
矢 澤 彬 , 大 蔵 隆 彦 : 硫 酸 と 工 業 , 3 2 a 9 7 9 ) ,  N O . 1 1 , 2 4 3 - 2 4 9 .
4 0 .
カ ル シ ウ ム フ ェ ラ イ ト ス ラ グ の 特 性 に つ い て
矢 澤 彬 , 武 田 要 一 , 早 稲 田 嘉 夫 : 学 振 1 4 0 委 員 会 ( 1 9 8 の
4 1 .  S 0 2 リ サ イ ク ル を 伴 な う 銅 鉱 の 酸 索 製 錬 と 硫 黄 の 回 収
矢 釋 彬 : 硫 酸 と 工 業 , 3 4 ( 1 9 8 D , 1 3 1 - 1 3 9 .
4 2 .
フ ェ ラ イ
矢 澤 彬
( 1 9 8 D  .
4 3 .
ト ス ラ グ の 平 衡 論 的 特 性 と 製 錬 上 の 意 義
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